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詞林　第66号　2019年10月

一
、
問
題
の
所
在

　
「
松
に
藤
」
の
構
図
を
詠
ん
だ
和
歌
は
、
古
今
集
撰
者
時
代
ま
で
、

用
例
は
見
え
な
い
。
し
か
し
、
次
に
示
す
よ
う
に
、
古
今
集
撰
者
時
代

に
は
、
集
中
的
に
表
れ
て
く
る
。『
貫
之
集
』
に
十
三
首
、『
躬
恒
集
』

に
一
首
、『
伊
勢
集
』
に
一
首
、
計
十
五
首
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の

十
五
首
は
全
て
屏
風
歌
で
あ
る
。

▼
『
貫
之
集
』

　
　
　
　

延
喜
十
五
年
（
九
一
五
）
の
春
斎
院
の
御
屏
風
の
わ
か
、
う

ち
の
仰
に
よ
り
て
た
て
ま
つ
る

　
　
　
　
　
　

池
の
ほ
と
り
に
藤
の
花
松
に
か
か
れ
る
　

　

50
緑
な
る
松
に
か
か
れ
る
藤
な
れ
ど
お
の
が
こ
ろ
と
ぞ
花
は
咲
き
け

る

　
　
　
　

延
喜
十
七
年
（
九
一
七
）
八
月
宣
旨
に
よ
り
て

　

70
松
を
の
み
た
の
み
て
さ
け
る
藤
の
花
千
年
の
後
は
い
か
が
と
ぞ
み

る

　
　
　
　

延
喜
十
八
年
（
九
一
八
）
二
月
女
四
の
み
こ
の
御
か
み
あ
げ

の
屏
風
の
う
た
、
う
ち
の
め
し
し
に
た
て
ま
つ
る

　
　
　
　
　

三
月

　

99
う
つ
ろ
は
ぬ
松
の
な
た
て
に
あ
や
な
く
も
や
ど
れ
る
藤
の
咲
き
て

散
る
か
な

　
　
　
　

延
喜
十
八
年
（
九
一
八
）
承
香
殿
御
屏
風
の
歌
、
仰
に
よ
り

て
た
て
ま
つ
る
十
四
首

　
　
　
　
　
　

松
に
か
か
れ
る
藤
　

　

115
う
つ
ろ
は
ぬ
色
に
に
る
と
も
な
き
も
の
を
松
が
え
に
の
み
か
か
る

藤
波

　
　
　
　

延
喜
十
九
年
（
九
一
九
）
東
宮
の
御
屏
風
の
歌
、
う
ち
よ
り

め
し
し
十
六
首

　
　
　
　
　
　

閨
の
前
に
藤
の
花
松
に
か
か
れ
る
　

　

129
藤
の
花
も
と
よ
り
み
ず
は
紫
に
さ
け
る
松
と
ぞ
お
ど
ろ
か
れ
ま
し

　
　
　
　

延
長
四
年
（
九
二
六
）
九
月
法
皇
の
御
六
十
賀
、
京
極
の
み

や
す
所
の
つ
か
う
ま
つ
り
給
ふ
時
の
御
屏
風
の
う
た
十
一
首

「
松
に
藤
」
の
構
図
形
成
に
つ
い
て
の
一
考
察

―
―
「
藤
詠
」
の
変
化
と
の
関
わ
り
を
中
心
に
―
―

蒲�　

姣
艶
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「松に藤」の構図形成についての一考察（蒲）
　
　
　
　
　
　

松
に
か
か
れ
る
藤
　

　

191
松
風
の
ふ
か
ん
か
ぎ
り
は
う
ち
は
へ
て
た
ゆ
べ
く
も
あ
ら
ず
さ
け

る
藤
波

　
　
　
　

延
喜
御
時
（
醍
醐
天
皇
の
御
代
、
年
次
不
明
）
内
裏
御
屏
風

の
う
た
廿
六
首

　
　
　
　
　
　

松
に
さ
け
る
藤
の
花
　

　

224
藤
の
花
あ
だ
に
ち
り
な
ば
と
き
は
な
る
松
に
た
ぐ
へ
る
か
ひ
や
な

か
ら
ん

　

225
散
り
ぬ
と
も
あ
だ
に
し
も
み
じ
藤
花
行
さ
き
と
ほ
く
松
に
さ
け
れ

ば

　
　
　
　

延
喜
の
末
よ
り
こ
な
た
延
長
七
年
よ
り（
九
二
三
～
九
二
九
）

あ
な
た
、
う
ち
う
ち
の
仰
に
て
た
て
ま
つ
れ
る
御
屏
風
の
歌

廿
七
首

　

303
春
の
た
め
あ
だ
し
心
の
た
れ
な
れ
ば
松
が
え
に
し
も
か
か
る
藤
波

　
　
　
　

承
平
五
年
（
九
三
五
）
十
二
月
内
裏
御
屏
風
の
歌
、
仰
に
よ

り
て
奉
る

　
　
　
　
　

男
あ
ま
た
池
の
ほ
と
り
の
藤
を
み
る

　

327
松
が
え
に
さ
き
て
か
か
れ
る
藤
浪
を
今
は
松
山
こ
す
か
と
ぞ
み
る

　
　
　
　

承
平
八
年
（
九
三
八
）
八
条
の
右
大
将
の
き
た
の
方
、
本
院

の
北
方
七
十
賀
せ
ら
る
る
時
の
屏
風
の
歌
、
大
将
お
ほ
せ
た

ま
ふ
と
き
に

　
　
　
　
　

藤
の
花

　

341
名
残
を
ば
松
に
か
け
つ
つ
百
年
の
春
の
み
な
と
に
さ
け
る
藤
な
み

　
　
　
　

天
慶
二
年
（
九
三
九
）
閏
七
月
右
衛
門
督
殿
屏
風
の
れ
う
十

五
首

　
　
　
　
　
　

三
月
池
の
中
島
に
松
つ
る
藤
の
花
あ
り
　

　

400
松
も
み
な
鶴
も
千
年
の
世
を
ふ
れ
ば
春
て
ふ
春
の
花
を
こ
そ
み
め

　
　
　
　

天
慶
四
年
（
九
四
一
）
正
月
右
大
将
殿
の
御
屏
風
の
歌
十
二

首

　
　
　
　
　
　

藤
の
花
松
に
か
か
れ
る
　

　

460
む
か
し
い
か
に
た
の
め
た
れ
ば
か
藤
な
み
の
松
に
し
も
猶
か
か
り

そ
め
け
ん

▼
『
躬
恒
集
』

　
　
　
　

延
喜
十
六
（
九
一
六
）
年
九
月
廿
二
日
、
近
江
介
の
消
息
云
、

法
皇
明
日
石
山
御
幸
あ
る
べ
し
、
い
と
ま
あ
ら
ば
今
日
ゆ
く

べ
し
云
云
、
仍
ま
か
り
た
れ
ば
屏
風
障
子
等
あ
り
、
こ
れ
に

所
所
の
お
も
ぶ
き
を
可
題
と
あ
れ
ば
、（
略
）

　

177
む
ら
さ
き
の
い
ろ
し
こ
け
れ
ば
ふ
ぢ
の
花
ま
つ
の
み
ど
り
も
う
つ

ろ
ひ
に
け
り

▼
『
伊
勢
集
』

　
　
　
　

亭
子
院
六
十
御
賀
（
九
二
七
）
京
極
の
宮
す
所
つ
か
う
ま
つ

り
た
ま
ふ
御
屏
風
の
歌

　
　
　
　
　
　

松
に
ふ
ぢ
か
か
れ
る
と
こ
ろ
　

　

75
た
の
み
つ
つ
か
か
れ
る
ふ
ぢ
は
ま
つ
の
き
の
ち
よ
て
ふ
こ
と
も
あ

か
ず
ぞ
あ
り
け
る

　

引
用
の
囲
み
部
分
で
示
し
た
よ
う
に
、
十
五
首
の
屏
風
歌
の
う
ち
、
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屏
風
の
内
容
を
説
明
す
る
詞
書
に
「
松
に
藤
」
と
い
う
構
図
が
明
記
さ

れ
る
の
は
九
首
に
も
上
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、「
松
に
藤
」
は
屏
風
歌

よ
り
屏
風
絵
が
先
に
存
在
し
た
の
で
は
な
い
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　
「
松
に
藤
」
に
見
え
る
こ
の
現
象
に
早
く
着
目
し
た
の
は
片
桐
洋
一

氏
で
あ
る）

（
（

。
氏
に
よ
る
と
、「
松
に
か
か
れ
る
藤
浪
」
は
「
実
景
を
詠

ん
だ
の
で
は
な
く
」、「
大
和
絵
屏
風
の
類
型
的
構
図
と
し
て
多
く
存
在

し
た
」
が
、
そ
の
絵
柄
は
唐
絵
を
「
母
胎
と
し
」
て
発
生
し
た
。
そ
し

て
、
正
倉
院
御
物
の
「
桑
木
阮
咸
撥
面
」
の
「
松
下
囲
碁
図
」
や
、「
東

寺
山
水
屏
風
」
な
ど
に
見
ら
れ
る
「
松
に
か
か
れ
る
藤
波
」
の
景
を
挙

げ
て
、「
唐
絵
か
ら
大
和
絵
へ
の
素
材
と
様
式
と
の
推
移
を
超
越
し
て

伝
わ
っ
た
悠
久
の
構
図
と
し
て
把
握
せ
ら
れ
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。

同
じ
立
場
で
論
じ
た
の
は
下
店
静
市
氏）

（
（

・
渡
辺
秀
夫
氏）

（
（

・
安
田
徳
子
氏）

（
（

で
あ
る
。
ま
た
、『
歌
こ
と
ば
歌
枕
大
辞
典
』「
藤
」
の
項
目
に
お
い
て

も
、
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る）

（
（

。

　
　
『
貫
之
集
』
に
見
え
る
藤
の
歌
中
、
松
に
か
か
る
藤
浪
の
詠
は
半

数
近
く
に
及
ぶ
。（
用
例
略
）
の
ご
と
く
で
あ
る
。
そ
し
て
す
べ

て
が
屏
風
歌
で
あ
る
こ
れ
ら
の
背
景
に
は
、
中
国
渡
来
の
唐
絵
を

承
け
た
大
和
絵
屏
風
の
き
わ
め
て
類
型
的
図
柄
と
し
て
「
松
に
か

か
れ
る
藤
浪
」
が
描
か
れ
て
い
た
こ
と
が
あ
る
と
い
う
。

　

以
上
に
触
れ
た
先
行
論
で
は
、「
松
に
藤
」
の
根
源
を
追
求
し
て
い

る
が
、
こ
れ
ら
と
異
な
り
、
特
に
屏
風
歌
の
題
材
と
い
う
角
度
か
ら
、

田
島
智
子
氏
の
論
が
あ
る）

（
（

。
氏
は
『
古
今
集
』
～
『
拾
遺
集
』
に
見
え

る
「
松
」
な
ど
と
い
っ
た
歌
材
の
変
遷
を
辿
っ
た
上
で
、
漢
詩
文
的
要

素
の
濃
い「
松
に
竹
」な
ど
の
組
み
合
わ
せ
が
減
少
す
る
一
方
で
、「「
松

に
藤
」の
み
が
後
撰
集
時
代
に
な
っ
て
も
減
少
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
」

と
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
変
化
が
起
こ
っ
た
理
由
の
一

つ
は
「
漢
詩
文
的
題
材
か
ら
離
れ
よ
う
と
す
る
動
き
が
あ
っ
た
」
と
推

測
し
、
更
に
「「
松
に
藤
」
と
い
う
組
み
合
わ
せ
は
中
国
に
源
流
を
持

つ
か
も
し
れ
な
い
が
、
漢
詩
文
の
世
界
で
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
も
の

だ
っ
た
の
で
あ
る
」
と
「
松
に
藤
」
の
漢
文
的
要
素
が
薄
い
こ
と
に
つ

い
て
も
言
及
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
田
中
喜
美
春
氏
は
『
貫
之
集
全
釈
』
に
お
い
て
、
以
下
の
よ

う
に
指
摘
し
て
い
る）

（
（

。

　
　
「
藤
の
花
松
に
か
か
れ
る
」
に
つ
い
て
は
、
中
国
の
神
仙
思
想
に

発
し
唐
絵
や
詩
と
し
て
伝
来
し
た
も
の
が
屏
風
絵
、
屏
風
歌
と
し

て
定
着
し
た
（
片
桐
洋
一
氏
「
松
に
か
か
れ
る
藤
浪
の
」、『
古
今

和
歌
集
の
研
究
』
所
収
）。
松
柏
に
か
か
る
蘿
を
深
淵
と
指
摘
す

る
が
、
中
国
と
は
異
な
っ
た
植
物
を
日
本
流
に
構
成
す
る
思
考
の

あ
り
方
こ
そ
重
要
。

　

確
か
に
、「
松
に
藤
」
の
根
源
に
つ
い
て
、
現
存
す
る
「
東
寺
山
水

屏
風
」
や
正
倉
院
御
物
「
松
下
囲
碁
図
」
の
構
図
か
ら
、
大
和
絵
屏
風

「
松
に
藤
」
は
唐
絵
か
ら
流
れ
込
ん
で
き
た
も
の
だ
と
す
る
片
桐
洋
一

氏
の
指
摘
は
先
見
性
を
持
つ
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
日
本
文
学
に
表

現
さ
れ
る
「
松
に
藤
」
は
田
島
智
子
氏
の
指
摘
の
よ
う
に
漢
文
的
要
素

が
薄
く
、
む
し
ろ
日
本
流
の
「
松
に
藤
」
と
な
っ
て
い
る
。「
松
に
藤
」

の
構
図
が
中
国
か
ら
日
本
に
受
容
さ
れ
て
、
そ
れ
が
日
本
文
学
に
表
現
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さ
れ
る
際
、
ど
の
よ
う
な
要
素
の
影
響
を
受
け
、
日
本
流
の
「
松
に
藤
」

が
出
来
上
が
っ
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
明
確
で
は
な
く
、
考
察
の

余
地
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

考
察
に
あ
た
り
、「
松
に
藤
」
は
何
故
万
葉
和
歌
に
は
見
え
ず
、
古

今
集
撰
者
時
代
に
お
い
て
は
、
集
中
的
に
表
れ
て
く
る
の
か
、
と
い
う

こ
と
が
鍵
と
な
る
と
思
わ
れ
る
。「
松
に
藤
」
の
流
行
に
関
す
る
要
因

は
様
々
な
も
の
が
あ
る
か
と
考
え
ら
れ
る
が
、
本
論
で
は
、
そ
の
一
つ

で
あ
る
「
藤
詠
」（
藤
を
詠
む
和
歌
を
指
し
、
以
下
同
様
）
の
変
化
と
「
松

に
藤
」
と
の
相
関
性
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

二
、
先
行
す
る
「
藤
詠
」
の
特
徴

　
「
松
に
藤
」
は
古
今
集
撰
者
時
代
に
流
行
し
始
め
た
が
、「
藤
詠
」
は

既
に
万
葉
集
時
代
に
愛
誦
さ
れ
て
い
た
。『
万
葉
集
』
に
お
い
て
、
藤

を
詠
ん
だ
和
歌
は
二
十
首
あ
る
。
そ
の
中
の
十
九
首
は
咲
い
て
い
る
藤

波
を
詠
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
半
数
を
占
め
る
の
は
家
持
周

辺
の
布
勢
の
湖
へ
の
遊
覧
の
歌
で
あ
る
。『
貫
之
集
』
に
も
「
藤
詠
」

は
計
三
十
三
首
あ
り
、
そ
の
中
の
十
一
首
が
水
辺
の
藤
で
あ
る
。
水
辺

の
布
勢
の
詠
歌
か
ら
、
貫
之
歌
の
「
藤
詠
」
へ
の
影
響
に
つ
い
て
、
片

桐
洋
一
氏
は
以
下
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る）

（
（

。

　
　

こ
れ
ら
「
水
辺
藤
花
」
の
表
現
は
、
明
ら
か
に
『
萬
葉
集
』
巻
十

八
・
巻
十
九
に
見
ら
れ
る
、
大
伴
家
持
ら
の
布
勢
の
湖
、
藤
花
遊

覧
の
歌
の
影
響
を
受
け
て
い
る
。

　

同
じ
く
万
葉
和
歌
の
詠
風
の
継
承
を
重
視
す
る
立
場
か
ら
は
、
田
島

智
子
氏）

（
（

・
安
田
徳
子
氏）

10
（

の
指
摘
も
あ
る
。
確
か
に
、「
藤
詠
」
と
水
辺

と
の
相
関
性
が
高
い
こ
と
は
明
ら
か
で
、水
辺
の
藤
花
は
万
葉
和
歌「
藤

詠
」
に
詠
ま
れ
る
特
徴
と
し
て
認
め
ら
れ
る
。

　

一
方
、
万
葉
和
歌
に
は
ま
だ
詠
ま
れ
て
い
な
い
「
藤
詠
」
の
特
徴
も

あ
る
。そ
れ
は「
藤
の
む
ら
さ
き）

11
（

」で
あ
る
。万
葉
和
歌
に
お
い
て
、「
む

ら
さ
き）

12
（

」
に
関
す
る
和
歌
は
計
十
七
首
あ
り
、
以
下
の
よ
う
に
歌
わ
れ

て
い
る
。

　
　
　
　

皇
太
子
答
御
歌

　

❶�

紫ム
ラ

草サ
キ

能ノ　

尓ニ

ホ

ヘ

ル

イ

モ

ヲ

保
敝
類
妹
乎　

尓ニ

苦ク

久ク

有ア
ラ
バ者　

人ヒ
ト
ヅ
マ
ユ
ヱ
ニ

嬬
故
尓　

吾ワ
ガ

恋コ

ヒ目

八メ
ヤ
モ方�

（『
万
葉
集
』・
巻
一
・
二
一
）

　
　
　
　

笠
女
郎
贈
二
大
伴
宿
祢
家
持
一
歌
三
首

　

❷
託ツ

ク
マ
ノ
ニ

馬
野
尓　

生オ
フ
ル流
紫

ム
ラ
サ
キ　

衣キ
ヌ
ニ

染ソ
メ　

未イ
マ
ダ
キ
ズ
シ
テ

服
而　

色イ
ロ
ニ尓
出イ

デ
ニ
ケ
リ来

�

（『
万
葉
集
』・
巻
三
・
三
九
五
）

　
　
　
　

大
宰
帥
大
伴
卿
被
レ
任
二
大
納
言
一
臨
二
入
レ
京
之
時
一
府
官
人

等
餞
二
卿
筑
前
国
蘆
城
駅
家
一
歌
四
首

　

❸
辛カ

ラ
ヒ
ト
ノ

人
之　

衣コ
ロ
モ
ソ
ム
ト
イ
フ

染
云　

紫ム
ラ
サ
キ
ノ之　

情コ
コ
ロ
ニ
シ
ミ
テ

尓
染
而　

所オ
モ
ホ

念ユ
ル

鴨カ
モ

�

（『
万
葉
集
』・
巻
四
・
五
六
九
）

　
　
　
　

寄
二
浦
沙
一

　

❹
紫ム

ラ
サ
キ
ノ之　

名ナ
タ
カ
ノ
ウ
ラ
ノ

高
浦
之　

愛マ
ナ
ゴ
チ
ニ

子
地　

袖ソ
デ
ノ
ミ
フ
レ
テ

耳
触
而　

不ネ

ズ寐
香カ

ナ
リ将
成ナ

ム

�

（『
万
葉
集
』・
巻
七
・
一
三
九
二
）

　

❺
紫ム

ラ
サ
キ
ノ乃　

粉コ
ガ
タ
ノ
ウ
ミ
ニ

滷
乃
海
尓　

潜カ
ヅ
ク

鳥ト
リ　

珠タ
マ

潜カ
ヅ
キ

出イ
デ
バ者　

吾ワ
ガ
タ
マ
ニ

玉
尓
将
為セ

ム

�

（『
万
葉
集
』・
巻
十
六
・
三
八
七
〇
）

　

❶
は
大
海
人
皇
子
が
額
田
王
に
送
っ
た
歌
で
あ
る
。
こ
の
歌
の
「
紫
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草
能
」
に
つ
い
て
は
、
植
物
の
「
紫
草
の
よ
う
に
」、「
紫
の
色
の
よ
う

に
」、「
紫
の
花
の
よ
う
に
」、
と
三
様
の
解
釈
が
見
え
る）

13
（

。
❷
の
「
紫
」

は
草
を
指
し
て
お
り
、
同
様
な
和
歌
が
他
に
六
例
あ
る
。
ま
た
、
❸
の

よ
う
に
、「
紫
」
は
染
色
と
深
く
関
わ
っ
て
お
り
、
同
様
な
和
歌
が
他

に
も
五
例
あ
る
。
❹
の
「
紫
之
」
は
枕
詞
で
、
最
も
高
貴
な
色
と
し
て

名
高
い
こ
と
か
ら
、「
名
高
の
浦
」
に
か
け
て
い
る
と
、
ほ
ぼ
注
釈
書

の
解
釈
が
一
致
し
て
い
る
。「
紫
の
名
高
の
浦
」
の
和
歌
は
他
に
二
例

あ
る
。
❺
に
あ
る
「
紫
乃
粉
滷
乃
海
」
に
つ
い
て
は
、「
紫
乃
」
が
「
粉
」

の
枕
詞
で
あ
る
が
、「
粉
」
の
解
釈
が
分
か
れ
る
。
こ
の
「
粉
」
に
つ

い
て
は
、
古
く
、
下
河
辺
長
流
『
萬
葉
集
管
見）

14
（

』
に
見
え
る
「
紫
ノ
色

ノ
濃
ト
云
心
ニ
」
と
の
解
釈
を
受
け
て
、
契
沖
『
萬
葉
代
匠
記）

15
（

』
が
同

様
に
解
釈
し
て
以
来
、
そ
れ
が
通
説
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、

紫
の
色
の
濃
さ
と
解
釈
す
る
注
釈
書
は
他
に
、『
萬
葉
集
全
注
釈
』（
鴻

巣
盛
廣
）、『
萬
葉
集
全
釈
』（
武
田
祐
吉
）、『
萬
葉
集
注
釈
』（
澤
瀉
久

孝
）、
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
『
万
葉
集
』、
多
田
一
臣
『
万
葉
集
全

解
』
が
あ
る）

16
（

。
こ
の
解
釈
と
異
な
り
、
新
日
本
古
典
文
学
大
系
『
万
葉

集
』
で
は
、
染
色
に
用
い
る
タ
モ
の
木
を
焼
い
た
灰
の
粉
と
解
釈
し
て

い
る）

17
（

。

　

万
葉
和
歌
に
見
え
る
紫
は
色
名
な
の
か
ど
う
か
を
早
く
論
じ
た
の
は

伊
原
昭
氏
で
あ
る）

18
（

。
氏
は
ま
ず
『
万
葉
集
』
以
外
の
文
献
に
現
れ
る
紫

の
用
例
を
拾
い
出
し
、
こ
れ
ら
は
「
何
か
し
ら
中
国
文
化
を
反
映
す
る

も
の
ら
し
い
」
も
の
で
、
万
葉
和
歌
に
見
え
る
紫
と
は
異
質
な
も
の
で

あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
次
に
、『
万
葉
集
』
に
所
収
さ
れ
る
紫
の
和
歌

例
を
抽
出
し
、
他
の
色
彩
語
で
あ
る
青
・
白
・
黒
・
赤
な
ど
に
比
べ
る

と
、
遥
か
に
量
が
少
な
く
、
紫
に
関
す
る
和
歌
例
の
内
容
か
ら
、
そ
の

多
数
例
は
「
植
物
と
し
て
の
生
態
や
布
類
を
染
め
た
色
、
即
ち
染
色
か

ら
完
全
に
抜
け
き
っ
た
、
単
な
る
抽
象
的
な
色
彩
語
と
は
見
な
さ
れ
そ

う
も
な
い
も
の
を
共
通
に
持
っ
て
い
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
紫

に
関
す
る
十
七
例
の
う
ち
、
万
葉
初
期
の
歌
人
で
あ
る
笠
女
郎
と
麻
田

陽
春
に
よ
る
二
首
以
外
は
、
詠
者
不
詳
の
も
の
で
あ
り
、
そ
の
た
め
、

紫
例
は
色
彩
用
語
が
「
ま
だ
完
全
に
色
彩
語
と
な
ら
な
い
よ
う
に
見
え

る
」
万
葉
初
期
に
集
中
し
て
い
る
の
に
対
し
、「
概
念
的
な
色
彩
語
が

目
立
っ
て
く
る
後
期
に
入
る
と
、
紫
の
用
例
が
見
え
な
く
な
」
る
こ
と

を
も
踏
ま
え
、
万
葉
和
歌
に
見
え
る
紫
は
「
概
念
的
な
色
彩
語
と
し
て

扱
っ
て
い
な
か
っ
た
」
と
伊
原
氏
は
結
論
づ
け
て
い
る
。

　

ま
た
、土
佐
秀
里
氏
の
論
も
あ
る）

19
（

。氏
は
、「
紫
」と
い
う
語
の
イ
メ
ー

ジ
に
つ
い
て
、
養
老
衣
服
令
の
規
定
を
挙
げ
、「
深
紫
の
衣
が
高
位
の

象
徴
で
あ
っ
た
」
が
、
こ
の
「
規
定
は
養
老
令
の
条
文
で
あ
る
か
ら
、

天
智
七
年）

20
（

時
点
の
認
識
に
対
応
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
」
と
さ
れ
た

上
で
、「「
紫
」
の
語
が
高
貴
の
イ
メ
ー
ジ
を
形
成
し
て
い
た
と
す
る
な

ら
、
そ
の
原
因
の
一
つ
に
、
漢
籍
に
お
け
る
紫
微
、
紫
台
、
紫
宸
な
ど

「
紫
」
字
の
使
わ
れ
方
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
」
が
、
こ
れ
ら
は
「
い

ず
れ
も
王
宮
を
意
味
し
て
お
り
、
色
彩
に
は
関
係
な
い
」
と
す
る
。
紫

を
色
彩
と
し
て
捉
え
て
い
る
唯
一
の
例
は
『
懐
風
藻
』
に
見
え
る
「
紫

蘭
」
で
あ
る
が
、
こ
の
例
は
「
万
葉
集
の
ム
ラ
サ
キ
に
も
影
響
を
与
え

る
こ
と
は
な
か
っ
た
」
と
す
る
。
万
葉
和
歌
に
見
え
る
紫
例
に
つ
い
て
、
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❶
は
「「
紫
草
」
と
草
字
を
入
れ
て
表
記
し
て
い
る
こ
と
が
草
と
し
て

の
ム
ラ
サ
キ
を
意
識
し
」、
❹
は
「
枕
詞
と
し
て
の
用
法
は
や
や
異
質

だ
が
」、「
こ
の
修
辞
の
成
立
も
、
漠
然
と
し
た
色
彩
が
「
名
高
い
」
の

で
は
な
く
、
具
体
的
な
染
色
物
を
念
頭
に
置
い
た
発
想
と
見
る
べ
き
で

あ
」
り
、
❺
は
「
か
か
り
方
が
わ
か
ら
な
」
く
、
そ
れ
以
外
の
用
例
に

「
染
料
・
染
色
の
イ
メ
ー
ジ
が
中
心
に
あ
る
」
と
い
う
共
通
の
性
格
が

認
め
ら
れ
る
と
指
摘
し
、「
万
葉
の
ム
ラ
サ
キ
は
、「
紫
草
」
と
い
う
具

体
物
の
印
象
を
離
れ
て
存
在
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
」

と
論
じ
て
い
る
。

　

伊
原
氏
と
土
佐
氏
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
角
度
か
ら
、
万
葉
時
代
に
見

え
る
紫
例
の
全
体
像
を
見
渡
し
た
上
で
、
万
葉
集
時
代
に
色
彩
語
と
し

て
の
紫
は
ま
だ
定
着
し
て
い
な
い
と
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
指
摘
は
首

肯
で
き
よ
う
。

　

こ
の
よ
う
な
時
代
背
景
に
よ
っ
て
か
、
万
葉
和
歌
に
詠
ま
れ
て
い
る

「
藤
詠
」
で
は
、
ま
だ
藤
の
紫
に
着
目
さ
れ
て
い
な
い
。『
古
今
和
歌
集
』

に
は
紫
に
関
す
る
和
歌
は
四
例
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
万
葉
詠
風
を
継
承

し
、
色
彩
と
し
て
の
概
念
で
詠
ま
れ
て
い
な
い）

21
（

。
し
か
し
、
そ
れ
と
一

線
を
画
し
て
、
古
今
集
撰
者
時
代
の
私
家
集
で
は
、
左
に
示
し
た
通
り
、

「
藤
の
む
ら
さ
き
」
が
あ
ら
た
に
着
目
さ
れ
て
い
る
。

▼
『
貫
之
集
』

延
喜
十
六
年
（
九
一
六
）
斎
院
御
屏
風
の
れ
う
の
歌
、
内
裏

よ
り
仰
う
け
給
は
り
て
六
首

　
　
　
　
　

�

池
の
ほ
と
り
に
さ
け
る
藤
の
本
に
、
女
ど
も
の
あ
そ
び
て

花
の
か
げ
を
み
た
る

　

62
藤
の
花
色
ふ
か
け
れ
や
か
げ
み
れ
ば
池
の
水
さ
え
　

こ
む
ら
さ
き
　

な
る

　
　
　
　

�

延
喜
十
九
年
（
九
一
九
）
東
宮
の
御
屏
風
の
歌
、
う
ち
よ
り

め
し
し
十
六
首

　
　
　
　
　

閨
の
前
に
藤
の
花
松
に
か
か
れ
る

　

129
藤
の
花
も
と
よ
り
み
ず
は
　

紫
に
　

さ
け
る
松
と
ぞ
お
ど
ろ
か
れ
ま

し

　
　
　
　

�

延
長
四
年
（
九
二
六
）
き
よ
つ
ら
の
民
部
卿
六
十
賀
、
つ
ね

す
け
の
中
納
言
北
方
せ
ら
れ
け
る

　
　
　
　
　

人
ふ
ね
に
の
り
て
藤
花
み
た
る
所

　

177
折
り
つ
み
て
は
や
こ
ぎ
か
へ
れ
藤
の
花
春
は
　

ふ
か
く
ぞ
色
は
み

え
け
る
　

　
　
　
　

お
な
じ
御
時
（
朱
雀
天
皇
の
御
代
）
う
ち
の
仰
事
に
て

　
　
　
　
　

四
月
池
の
ほ
と
り
の
藤
の
花

　

414
水
底
に
影
さ
へ
　

深
き
藤
の
花
花
の
色
に
や
　

さ
を
は
さ
す
ら
ん

▼
『
躬
恒
集
』

　
　
　
　

延
喜
十
六
年
（
九
一
六
）
九
月
廿
二
日
、
近
江
介
の
消
息
云
、

法
皇
明
日
石
山
御
幸
あ
る
べ
し
、
い
と
ま
あ
ら
ば
今
日
ゆ
く

べ
し
云
云
、
仍
ま
か
り
た
れ
ば
屏
風
障
子
等
あ
り
、
こ
れ
に

所
所
の
お
も
ぶ
き
を
可
題
と
あ
れ
ば
、（
略
）

　

177
　

む
ら
さ
き
の
い
ろ
　

し
こ
け
れ
ば
ふ
ぢ
の
花
ま
つ
の
み
ど
り
も
う

つ
ろ
ひ
に
け
り
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ひ
む
が
し
く
に
に
わ
か
る
る
ひ
と
に
お
く
る
（
年
次
不
詳
）

　

241
　

む
ら
さ
き
の
い
ろ
の
ふ
か
き
は
　

み
な
そ
こ
に
み
え
つ
る
ふ
ぢ
の

は
な
に
ざ
り
け
る

　
　
　
　

は
る
（
年
次
不
詳
）

　

268
ふ
ぢ
の
は
な
か
け
て
ぞ
し
の
ぶ
　

む
ら
さ
き
の
ふ
か
く
　

し
な
つ
に

な
り
ぬ
と
お
も
へ
ば

　
　
　
　

あ
る
と
こ
ろ
の
さ
ぶ
ら
ひ
に
さ
け
た
び
け
る
に
、
め
し
あ
げ

ら
れ
て
、
ほ
と
と
ぎ
す
よ
め
と
は
べ
り
け
れ
ば
（
年
次
不
詳
）

　

441
か
け
て
の
み
み
つ
つ
ぞ
し
の
ぶ
な
つ
ご
ろ
も
　

う
す
む
ら
さ
き
に

さ
け
る
ふ
ぢ
な
み
　

▼
『
伊
勢
集
』

　
　
　
　

こ
の
中
宮
東
宮
の
女
御
と
き
こ
え
さ
せ
け
る
時
、
だ
い
た
ま

は
せ
て
よ
ま
せ
た
ま
ひ
け
る
御
屏
風
の
歌

　
　
　
　
　

�

ふ
ぢ
の
花
の
さ
き
た
る
と
こ
ろ
に
、
を
と
こ
き
て
か
い
ま

み
て
を
ん
な
の
が
り
や
る

　

38
ふ
ぢ
の
は
な
け
ふ
み
つ
る
よ
り
　

紫
も
　

む
ら
ご
と
い
ろ
ぞ
ふ
か
く

な
り
ぬ
る

▼
『
後
撰
集
』・
春
下

　
　
　
　

や
よ
ひ
の
し
も
の
十
日
ば
か
り
に
、
三
条
右
大
臣
か
ね
す
け

の
朝
臣
の
家
に
ま
か
り
て
侍
り
け
る
に
、
ふ
ぢ
の
花
さ
け
る

や
り
水
の
ほ
と
り
に
て
、
か
れ
こ
れ
お
ほ
み
き
た
う
べ
け
る

つ
い
で
に

�

三
条
右
大
臣

　

125
限
な
き
名
に
お
ふ
ふ
ぢ
の
花
な
れ
ば
そ
こ
ひ
も
し
ら
ぬ
　

色
の
ふ

か
さ
か
　

�

兼
輔
朝
臣

　

126
　

色
深
く
に
ほ
ひ
し
事
は
　

藤
浪
の
た
ち
も
か
へ
ら
で
君
と
ま
れ
と

か

�

貫
之

　

127
さ
を
さ
せ
ど
ふ
か
さ
も
し
ら
ぬ
ふ
ち
な
れ
ば
　

色
を
ば
人
も
し
ら

じ
と
ぞ
思
ふ
　

　

万
葉
和
歌
に
は
ま
だ
見
え
な
い
「
藤
の
む
ら
さ
き
」
は
、
古
今
集
撰

者
時
代
に
流
行
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
貫
之
・
躬
恒
・
伊
勢
の
よ

う
な
専
門
歌
人
た
ち
に
も
て
は
や
さ
れ
る
だ
け
で
は
な
く
、『
後
撰
集
』

に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
定
方
・
兼
輔
・
貫
之
た
ち
が
集
ま
る
私
的
な
場

で
も
頻
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
万
葉
集
時
代
か
ら
古
今
集
撰

者
時
代
ま
で
の
間
に
、「
藤
詠
」
に
お
い
て
、「
藤
の
む
ら
さ
き
」
が
注

目
さ
れ
は
じ
め
る
と
い
う
変
化
が
生
じ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
果
た

し
て
、
こ
の
よ
う
な
変
化
は
、「
松
に
藤
」
と
関
係
性
を
持
つ
も
の
な

の
か
ど
う
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
も
検
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

る
。

三
、「
藤
の
む
ら
さ
き
」
と
「
松
に
藤
」
と
の
相
関
性

　

万
葉
和
歌
と
古
今
集
撰
者
時
代
と
の
間
に
、「
藤
詠
」
で
は
、「
藤
の

む
ら
さ
き
」
が
愛
誦
さ
れ
始
め
る
と
い
う
変
化
が
確
認
で
き
る
。
こ
の

よ
う
な
変
化
と
「
松
に
藤
」
の
出
現
と
に
は
ど
の
よ
う
な
関
わ
り
が
あ
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る
の
か
。
そ
れ
を
考
察
す
る
に
は
、
ま
ず
、「
藤
の
む
ら
さ
き
」
は
、

い
つ
、
ど
の
よ
う
に
和
歌
に
詠
ま
れ
始
め
て
、
ま
た
ど
の
よ
う
に
し
て

「
松
に
藤
」
と
関
わ
り
を
持
っ
た
の
か
を
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。「
藤

の
む
ら
さ
き
」
に
つ
い
て
は
、
安
田
徳
子
氏
が
既
に
着
目
し
て
い
る）

22
（

。

氏
は
古
今
歌
人
た
ち
が
万
葉
歌
の
継
承
、
漢
文
学
の
利
用
な
ど
の
複
雑

な
詠
歌
基
盤
を
持
ち
、「
松
に
か
か
れ
る
藤
」「
藤
の
花
の
む
ら
さ
き
」

「
水
辺
の
藤
」
と
い
う
詠
じ
方
を
新
し
く
獲
得
し
た
こ
と
を
論
じ
た
が
、

互
い
の
関
係
性
に
つ
い
て
は
言
及
し
て
い
な
い
。
本
論
で
は
、
先
行
研

究
を
踏
ま
え
、「
松
に
藤
」
と
「
藤
の
む
ら
さ
き
」
と
の
相
関
性
を
重

点
的
に
考
え
る
こ
と
と
す
る
。

　

日
本
文
学
作
品
に
お
い
て
、「
藤
の
む
ら
さ
き
」
を
詠
ん
だ
最
古
例

は
『
田
氏
家
集
』（
巻
下
・
131
番
・
八
八
九
年
）
の
例
で
あ
る）
23
（

。

　
　
　

131
大
相
府
東
庭
貯
レ
水
成
二
小
池
一。
小
池
種
二
一
紫
藤
一。
至
二
於

今
春
一
始
発
二
花
房
一。
酌
二
於
花
下
一
翫
以
賦
レ
之
。
応
教
。

　
　

重
華
累
葉
種
相
依　
　

重
華
累
葉　

種
は
相
依
る

　
　

池
上
新
開
映
晩
暉　
　

池
の
上
に
新
し
く
開
き　

晩
暉
に
映
ず

　
　

料
量
紫
茸
花
下
尽　
　

料
量
す　

紫
茸　

花
の
下
に
尽
く
る
も

　
　

家
香
更
作
国
香
飛　
　

家
香
は
更
に
国
香
と
作
り
て
飛
ぶ

　
　

一
種
垂
藤
数
尺
斜　
　

一
種
の
垂
藤　

数
尺
斜
め
な
り

　
　

雖
新
雖
旧
是
同
家　
　

新
と
雖
ど
も
旧
と
雖
ど
も　

是
れ
同
家

　
　

久
来
用
意
依
芳
蔭　
　

久
来　

意
を
用
ひ
て
芳
蔭
に
依
る

　
　

不
向
人
間
趁
百
花　
　

人
間
に
向
か
ひ
て
百
花
を
趁
は
ず

　

基
経
邸
に
は
、
小
池
が
作
ら
れ
、
そ
の
池
の
ほ
と
り
に
、
紫
藤
が
植

え
ら
れ
た
。
八
八
九
年
の
春
、
初
め
て
藤
の
花
が
咲
い
た
。
そ
の
花
の

下
に
人
々
が
集
ま
り
、
漢
詩
を
作
っ
た
。
題
詞
に
見
え
る
「
紫
藤
」
は

藤
の
品
種
な
の
か
、
藤
の
花
な
の
か
は
判
断
し
が
た
い
が
、「
料
量
紫

茸
花
下
尽
」
と
あ
る
よ
う
に
、
紫
の
藤
の
花
が
群
れ
咲
い
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る
。
そ
の
次
に
見
え
る
「
藤
の
む
ら
さ
き
」
の
例
は
『
菅
家
文

草
』（
395
番
・
八
九
五
年
）
の
例
で
あ
る）

24
（

。

　
　
　
　

寛
平
七
年
暮
春
二
十
六
日
、
予
侍
二
東
宮
一、
有
レ
令
曰
、
聞

大
唐
有
下
一
日
應
二
百
首
一
之
詩
上。
今
試
汝
以
二
一
時
一
應
二
十

首
之
作
一。
即
賜
二
十
事
題
目
一、
限
二
七
言
絶
句
一。
予
採
レ
筆
成
之
、

二
刻
成
畢
。
雖
云
二
凡
鄙
一、
不
レ
能
二
焼
却
一。
故
存
之
。

　
　
　

395
紫
藤

　
　

高
閣
藤
花
次
第
開　
　

高
閣
の
藤
の
花
は　

次
第
に
開
く

　
　

疑
看
紫
綬
向
風
廻　
　

�

疑
ひ
て
看
る　

紫
綬
の
風
に
向
ひ
て
廻
れ

る
か
と

　
　

栄
華
得
地
長
應
賞　
　

�

栄
ゆ
る
華
は　

地
を
得
て　

長
く
賞
す
べ

し

　
　

不
放
遊
人
任
折
来　
　

遊
人
の
任
に
折
来
り
な
む
こ
と
を
放
さ
ず

　

八
九
五
年
、
道
真
は
東
宮
敦
仁
親
王
（
後
の
醍
醐
天
皇
）
に
十
個
の

題
目
を
出
さ
れ
、
そ
れ
に
則
っ
て
、
時
間
内
に
漢
詩
を
作
っ
た
が
、
そ

の
中
の
、「
紫
藤
」
の
題
に
対
し
、「
高
閣
藤
花
次
第
開
、
疑
看
紫
綬
向

風
廻
」
と
、
藤
の
花
が
咲
く
様
子
を
紫
綬
の
ひ
も
が
春
風
に
ひ
ら
ひ
ら

す
る
か
と
見
紛
う
と
表
現
し
て
い
る
。
咲
い
て
い
る
藤
に
つ
い
て
、
紫
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色
と
表
現
さ
れ
て
い
る
。

　
「
藤
の
む
ら
さ
き
」
に
つ
い
て
、
安
田
徳
子
氏
は
以
下
の
よ
う
な
指

摘
を
し
て
い
る）
25
（

。

　
　

白
楽
天
に
は
、「
紫
藤
」
を
詠
じ
た
も
の
、
そ
し
て
、
花
に
注
目

し
た
も
の
が
特
に
多
い
よ
う
で
、
忠
臣
・
道
真
は
白
氏
の
影
響
を

受
け
、
我
が
国
で
早
い
「
紫
藤
」
の
詩
を
作
っ
た
。（
略
）
藤
の
「
む

ら
さ
き
」
の
色
は
漢
語
「
紫
藤
」
か
ら
導
き
出
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。

　

日
本
文
学
作
品
に
お
い
て
、
藤
の
紫
色
に
早
く
か
ら
着
目
し
て
詠
じ

た
も
の
は
、
既
述
し
た
忠
臣
・
道
真
の
例
で
あ
る
。
彼
ら
が
白
居
易
の

「
紫
藤
」
詩
の
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
は
先
行
論
で
す
で
に
指
摘
さ

れ
て
い
る）

26
（

。
ま
た
、
忠
臣
・
道
真
に
よ
っ
て
詠
ま
れ
た
「
藤
の
む
ら
さ

き
」
は
和
歌
の
「
藤
詠
」
に
影
響
を
与
え
て
、
和
歌
に
も
定
着
す
る
よ

う
に
な
る
。
和
歌
に
お
い
て
、「
藤
の
む
ら
さ
き
」
に
着
目
し
た
最
古

例
は
『
伊
勢
集
』（
38
番
・
八
九
六
～
八
九
七
年
）
例
で
あ
る）
27
（

。

　
　
　
　

こ
の
中
宮
東
宮
の
女
御
と
き
こ
え
さ
せ
け
る
時
、
だ
い
た
ま

は
せ
て
よ
ま
せ
た
ま
ひ
け
る
御
屏
風
の
歌

　
　
　
　
　

�

ふ
ぢ
の
花
の
さ
き
た
る
と
こ
ろ
に
、
を
と
こ
き
て
か
い
ま

み
て
を
ん
な
の
が
り
や
る

　

38
ふ
ぢ
の
は
な
け
ふ
み
つ
る
よ
り
紫
も
む
ら
ご
と
い
ろ
ぞ
ふ
か
く
な

り
ぬ
る

　

題
詞
か
ら
、
屏
風
絵
に
藤
の
花
が
咲
い
て
い
る
所
と
男
が
垣
間
見
す

る
場
面
が
描
か
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。「
ふ
ぢ
の
花
の
さ
き
た
る
と

こ
ろ
に
」
と
藤
の
花
の
色
に
つ
い
て
の
言
及
は
な
い
が
、
歌
で
は
「
ふ

ぢ
の
は
な
け
ふ
み
つ
る
よ
り
紫
も
」
と
あ
る
よ
う
に
、
藤
の
花
が
紫
色

と
表
現
さ
れ
て
い
る
。
も
と
も
と
屏
風
絵
に
は
紫
の
藤
が
描
か
れ
て
い

た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、「
藤
の
む
ら
さ
き
」
は
早
い
段
階

で
屏
風
絵
に
も
取
り
入
れ
ら
れ
た
と
想
定
で
き
る
。
換
言
す
れ
ば
、
屏

風
絵
に
描
か
れ
る
「
藤
の
む
ら
さ
き
」
と
和
歌
で
表
現
さ
れ
る
「
藤
の

む
ら
さ
き
」
は
ほ
ぼ
同
時
期
に
現
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

伊
勢
以
降
も
「
藤
の
む
ら
さ
き
」
が
表
現
さ
れ
、
も
て
は
や
さ
れ
る

例
が
確
認
で
き
る
。『
延
喜
御
記
』（『
河
海
抄
』・
宿
木
・
飛
香
舎
藤
花

宴
事
・
九
〇
二
年）

28
（

）
で
は
、
以
下
の
よ
う
な
文
言
が
見
え
る
。

　
　

延
喜
二
年
三
月
廿
日
御
記
曰
此
日
左
大
臣
於
飛
香
舎
藤
花
下
有
二

献
物
事
一
左
大
臣
執
二
献
物
一
称
二
菅
根
一
献
二
御
贄
一
可
レ
為
レ
作
二
御

息
所
一
宣
旨
別
当
也
而
後
列
座
藤
花
下
盃
酒
数
巡
後
左
大
臣
殊
仰

右
大
将
令
レ
献
二
題
目
一
飛
香
舎
藤
花
和
歌
則
左
大
臣
置
二
御
硯
匣

奉
手
跡
匣
暫
献
二
横
笛
和
琴
一
箱
是
承
和
逢
物
耳
酒
盃
同
挙
二
群

臣
一
酩
酊
管
弦
歌
舞
乱
召
二
敦
固
親
王
備
前
介
忠
房
令
レ
吹
レ
笛
暫

給
禄
群
臣
有
差

　
『
延
喜
御
記
』
で
の
記
述
か
ら
、
延
喜
二
年
（
九
〇
二
）
に
、
内
裏

の
藤
壺
に
お
い
て
、藤
宴
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る）

29
（

。傍
線
部
の「
令

献
題
目
飛
香
舎
藤
花
和
歌
」
と
あ
る
よ
う
に
、
題
目
の
献
呈
と
と
も
に

藤
花
に
関
す
る
和
歌
が
作
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
藤
宴
に
詠
ま

れ
た
和
歌
と
は
限
ら
な
い
が
、
醍
醐
朝
の
藤
宴
に
詠
ま
れ
た
和
歌
の
う

ち
、
比
較
的
に
早
く
詠
ま
れ
た
と
考
え
る
の
は
、
左
の
『
秋
風
和
歌
集
』
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の
例
で
あ
る
。

▼
『
秋
風
和
歌
集
』・
春
下

　
　
　
　

藤
花
の
宴
せ
さ
せ
た
ま
け
る
と
き
よ
ま
せ
た
ま
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

延
喜
の
み
か
ど
の
お
ほ
み
う
た

　

120
む
ら
さ
き
に
に
ほ
ふ
藤
波
立
ち
か
へ
り
け
ふ
の
名
残
は
あ
す
ぞ
と

ふ
べ
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

右
兵
衛
の
か
み
兼
茂
の
朝
臣

　

121
む
ら
さ
き
の
い
と
か
け
み
だ
り
さ
く
花
も
を
る
人
な
く
は
に
ほ
は

ざ
ら
ま
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ふ
ぢ
は
ら
の
と
し
ゆ
き
の
あ
そ
ん

　

122
藤
の
花
か
ぜ
ふ
か
ぬ
よ
は
む
ら
さ
き
の
く
も
た
ち
さ
ら
ぬ
と
こ
ろ

と
ぞ
見
る

　

こ
の
三
首
に
つ
い
て
、
注
目
さ
れ
る
の
は
詠
者
に
藤
原
敏
行
が
加

わ
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
敏
行
の
没
年
に
つ
い
て
は
、
一
般
的
に
昌

泰
四
年
（
九
〇
一
）
と
さ
れ
る
が
、『
古
今
和
歌
集
目
録
』
に
は
「
延

喜
七
年
卒
。
家
伝
に
云
ふ
、
昌
泰
四
年
卒
」
と
の
異
説
が
見
え
る
。
こ

の
異
説
を
め
ぐ
っ
て
、
村
瀬
敏
夫
氏
の
論
が
あ
る）

30
（

。
氏
は
実
例
を
挙
げ

な
が
ら
、
敏
行
の
没
年
「
延
喜
七
年
」
は
「
延
喜
元
年
」
の
誤
り
で
あ

る
と
指
摘
し
て
い
る
。
昌
泰
四
年
七
月
か
ら
延
喜
元
年
に
改
元
さ
れ
て

い
る
た
め
、
昌
泰
四
年
と
延
喜
元
年
と
は
同
年
で
、
右
の
藤
花
の
宴
は

延
喜
元
年
以
前
に
行
な
わ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。
そ
し
て
、
傍
線
部
で

示
し
た
よ
う
に
、
こ
の
「
藤
花
の
宴
」
で
は
明
確
に
「
藤
の
む
ら
さ
き
」

に
着
目
し
て
い
る
。

　
「
藤
の
む
ら
さ
き
」
は
白
居
易
の
影
響
を
受
け
、
忠
臣
・
道
真
の
漢

詩
を
経
て
、
日
本
の
和
歌
に
詠
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

ま
た
、
前
掲
し
た
伊
勢
の
和
歌
と
、
延
喜
元
年
以
前
の
藤
宴
の
和
歌
か

ら
、「
藤
の
む
ら
さ
き
」
は
「
松
に
藤
」
よ
り
先
行
し
て
流
行
し
て
い

る
こ
と
も
分
か
る
。
こ
の
よ
う
な
「
藤
の
む
ら
さ
き
」
の
流
行
の
下
に
、

色
彩
上
の
対
比
か
ら
「
松
に
藤
」
が
捉
え
ら
れ
て
、
流
行
を
見
た
の
で

は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
こ
と
は
、「
松
に
藤
」
を
詠
ん
だ
最
初
の
段
階
の
詠
歌
例
か
ら

も
伺
え
る
。「
松
に
藤
」
詠
歌
の
中
で
、
一
番
古
い
例
は
『
貫
之
集
』

（
50
番
・
九
一
五
年
）
の
歌
で
あ
り
、
そ
の
次
に
古
い
例
は
、『
躬
恒
集
』

（
177
番
・
九
一
六
年
）
の
歌
で
あ
る
。

▼
『
貫
之
集
』

　
　
　
　

延
喜
十
五
年
（
九
一
五
）
の
春
斎
院
の
御
屏
風
の
わ
か
、
う

ち
の
仰
に
よ
り
て
た
て
ま
つ
る

　
　
　
　
　

池
の
ほ
と
り
に
藤
の
花
松
に
か
か
れ
る

　

50
緑
な
る
松
に
か
か
れ
る
藤
な
れ
ど
お
の
が
こ
ろ
と
ぞ
花
は
咲
き
け

る

　
　
　
　

延
喜
十
九
年
（
九
一
九
）
東
宮
の
御
屏
風
の
歌
、
う
ち
よ
り

め
し
し
十
六
首

　
　
　
　
　

閨
の
前
に
藤
の
花
松
に
か
か
れ
る

　

129
藤
の
花
も
と
よ
り
み
ず
は
紫
に
さ
け
る
松
と
ぞ
お
ど
ろ
か
れ
ま
し

▼
『
躬
恒
集
』

　
　
　
　

延
喜
十
六
年
（
九
一
六
）
九
月
廿
二
日
、
近
江
介
の
消
息
云
、
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法
皇
明
日
石
山
御
幸
あ
る
べ
し
、
い
と
ま
あ
ら
ば
今
日
ゆ
く

べ
し
云
云
、
仍
ま
か
り
た
れ
ば
屏
風
障
子
等
あ
り
、
こ
れ
に

所
所
の
お
も
ぶ
き
を
可
題
と
あ
れ
ば
、
よ
の
う
ち
に
よ
み
た

る
を（

マ
マ
）や

か
た
汝
か
け
と
あ
る
を
、
な
ぶ
れ
ど
な
ほ
と
あ
れ
ば

か
き
は
べ
り
ぬ
、
法
皇
経
一
宿
て
御
舟
に
て
、
せ
た
に
の
ぼ

ら
せ
た
ま
ふ
、
は
し
の
も
と
に
ふ
ね
つ
な
ぎ
て
、
介
も
の
ど

も
た
て
ま
つ
る
、
介
か
た
ら
ひ
て
い
は
く
、
く
り
や
ぶ
ね
に

の
り
て
お
ほ
ん
ふ
ね
に
ぐ
し
て
さ
ぶ
ら
ふ
べ
し
と
、
す
な
は

ち
こ
の
う
た
を

　

177
む
ら
さ
き
の
い
ろ
し
こ
け
れ
ば
ふ
ぢ
の
花
ま
つ
の
み
ど
り
も
う
つ

ろ
ひ
に
け
り

　
『
貫
之
集
』・
50
番
歌
で
は
、
常
緑
で
あ
る
松
に
、
藤
の
花
が
咲
い
て

い
る
こ
と
を
歌
っ
て
い
る
。
ま
た
129
番
歌
で
は
、
松
に
藤
の
花
が
ま
つ

わ
り
つ
い
て
い
て
、
松
が
紫
の
花
を
咲
か
せ
て
い
る
か
と
驚
い
て
い
る
。

更
に
『
躬
恒
集
』・
177
番
歌
で
は
、
藤
の
濃
紫
色
に
対
比
し
て
、
松
の

緑
色
も
遜
色
す
る
と
詠
ま
れ
て
い
る
。「
松
に
藤
」
の
最
初
の
段
階
の

詠
歌
例
と
し
て
、『
貫
之
集
』（
50
番
・
九
一
五
年
）
と
『
躬
恒
集
』

（
177
番
・
九
一
六
年
）
の
い
ず
れ
も
「
松
の
緑
」
と
「
藤
の
紫
」
と
を

対
比
的
に
捉
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

四
、
終
わ
り
に

　
「
松
に
藤
」
は
唐
絵
屏
風
の
絵
柄
と
し
て
存
在
し
、
そ
れ
を
継
承
し

て
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
、片
桐
説
以
来
、定
説
と
な
っ

て
い
る
。
確
か
に
片
桐
氏
の
指
摘
の
よ
う
に
、「
松
に
藤
」
の
源
流
は

中
国
に
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
れ
が
日
本
文
学
に
表
現
さ
れ
る
時

に
は
、
田
島
智
子
氏
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、「
漢
文
学
要
素
が
薄
」
く
、

日
本
流
の
「
松
に
藤
」
に
切
り
替
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

中
国
唐
絵
の
構
図
か
ら
日
本
流
の
表
現
へ
の
転
換
期
は
「
松
に
藤
」
が

集
中
的
に
現
れ
て
く
る
古
今
集
撰
者
時
代
に
当
た
る
と
考
え
ら
れ
る
。

古
今
集
撰
者
時
代
に
お
い
て
、「
松
に
藤
」
が
主
体
的
に
受
容
さ
れ
た

要
因
は
様
々
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
一
つ
の
要
因
と
し
て
、
万
葉
和

歌
で
は
ま
だ
注
目
さ
れ
て
い
な
い
「
藤
の
む
ら
さ
き
」
が
、
白
居
易
の

「
紫
藤
」
の
影
響
で
、
古
今
集
撰
者
時
代
の
和
歌
に
定
着
し
た
こ
と
が

想
定
さ
れ
る
。「
松
に
藤
」
の
構
図
は
「
藤
の
む
ら
さ
き
」
と
い
う
色

彩
の
イ
メ
ー
ジ
が
な
け
れ
ば
、
屏
風
絵
に
も
屏
風
歌
に
も
表
現
で
き
な

い
も
の
で
あ
る
。「
藤
の
む
ら
さ
き
」
の
流
行
の
中
で
、
そ
れ
と
深
く

絡
み
合
い
、「
松
に
藤
」
の
流
行
と
展
開
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え

ら
れ
る
。

注（1
）
片
桐
洋
一
「
松
に
か
か
れ
る
藤
浪
の
」、（『
古
今
和
歌
集
の
研
究
』、
明

治
書
院
、
一
九
九
一
年
十
一
月
、
初
出
『
季
刊
文
学
・
語
学
』
二
十
号
、
一

九
六
一
年
六
月
）。

（
2
）
下
店
静
市
「
唐
絵
と
大
和
絵
」『
下
店
静
市
著
作
集
』
巻
七
（
勉
誠
社
、

一
九
九
一
年
一
月
）。

（
3
）
渡
辺
秀
夫
『
平
安
朝
文
学
と
漢
文
世
界
』
第
四
章
「
紀
貫
之
の
和
歌
と
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漢
詩
文
」
第
一
節
「『
貫
之
集
』
に
お
け
る
屏
風
絵
と
屏
風
歌
」（
勉
誠
社
、

一
九
九
一
年
一
月
）。

（
4
）
安
田
徳
子
「
藤
詠
考
―
―
古
今
歌
人
の
詠
歌
基
盤
」（
和
漢
比
較
文
学
叢

書
巻
十
一
『
古
今
集
と
漢
文
学
』、
汲
古
書
院
、
一
九
九
二
年
九
月
）。

（
5
）
久
保
田
淳
・
馬
場
あ
き
子
編
『
歌
こ
と
ば
歌
枕
大
辞
典
』（
角
川
書
店
、

一
九
九
九
年
五
月
）「
藤
」
項
（
田
坂
順
子
氏
執
筆
）
を
参
照
し
た
。

（
6
）
田
島
智
子
「
古
今
集
時
代
・
後
撰
集
時
代
・
拾
遺
集
時
代
に
お
け
る
題

材
の
変
遷
」（『
屏
風
歌
の
研
究
』
論
考
篇
、
和
泉
書
院
、
二
〇
〇
七
年
三
月
）、

初
出
「
屏
風
歌
の
題
材
の
変
遷
―
―
『
松
』・『
鶴
』・『
竹
』
を
め
ぐ
っ
て

―
―
」（『
日
本
語
日
本
文
化
論
叢
埴
生
野
』
創
刊
号
、
二
〇
〇
二
年
三
月
）。

（
7
）
田
中
喜
美
春
・
田
中
恭
子　

私
家
集
全
釈
叢
書
『
貫
之
集
全
釈
』（
笠
間

書
院
、
一
九
九
七
年
一
月
）。

（
8
）
同
⑴
。

（
9
）
田
島
智
子
「
貫
之
の
工
夫
そ
の
三
―
―
水
に
映
る
影
を
め
ぐ
っ
て

―
―
」（『
屏
風
歌
の
研
究
』
論
考
篇
、
和
泉
書
院
、
二
〇
〇
七
年
三
月
）、

初
出
「
貫
之
屏
風
歌
の
性
格
と
表
現
―
―
水
に
映
る
影
の
歌
を
め
ぐ
っ
て

―
―
」（『
待
兼
山
論
叢
』
二
十
三
号
、
一
九
八
九
年
十
二
月
）。

（
10
）
同
⑷
。

（
11
）
本
論
で
は
、
藤
の
花
の
色
彩
で
あ
る
紫
を
「
藤
の
む
ら
さ
き
」
と
表
示

す
る
。

（
12
）『
万
葉
集
』
で
は
む
ら
さ
き
を
詠
む
和
歌
は
十
七
例
で
あ
る
。
そ
の
中
で
、

「
紫
」
と
表
記
す
る
例
は
十
四
例
で
、「
紫
草
」
と
表
記
す
る
の
は
二
例
、「
牟

良
佐
伎
」
と
表
記
す
る
の
は
一
例
と
な
る
。
本
論
で
は
、
こ
の
十
七
例
を
「
む

ら
さ
き
」
と
表
示
す
る
。

（
13
）
土
佐
秀
里
「『
紫
草
の
に
ほ
へ
る
妹
』
考
―
―
万
葉
歌
の
表
現
論
理
一
斑

―
―
」（『
古
代
研
究
』
四
十
七
号
、
二
〇
一
四
年
二
月
）。

（
14
）
下
河
辺
長
流
『
萬
葉
集
管
見
』（『
萬
葉
集
古
註
釈
集
成
』
第
一
巻
、
日

本
図
書
セ
ン
タ
ー
、
一
九
八
九
年
四
月
）。

（
15
）
契
沖
『
萬
葉
代
匠
記
』（
築
島
博
裕
編
『
契
沖
全
集
』
第
六
巻
、
岩
波
書

店
、
一
九
七
五
年
四
月
）。

（
16
）
鴻
巣
盛
廣
『
萬
葉
集
全
注
釈
』（
大
倉
廣
文
堂
、
一
九
三
四
年
十
二
月
）、

武
田
祐
吉
『
萬
葉
集
全
釈
』（
改
造
社
、
一
九
五
〇
年
八
月
）、
澤
瀉
久
孝
『
萬

葉
集
注
釈
』（
中
央
公
論
社
、
一
九
六
六
年
六
月
）、
小
島
憲
之
・
木
下
正
俊

ら
校
注　

新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
『
万
葉
集
』（
小
学
館
、
一
九
九
六
年

八
月
）、
多
田
一
臣
『
万
葉
集
全
解
』（
筑
摩
書
房
、
二
〇
一
〇
年
一
月
）。

（
17
）
佐
竹
昭
広
・
山
田
英
雄
・
大
谷
雅
夫
・
山
崎
福
之
ら
校
注　

新
日
本
古

典
文
学
大
系
『
万
葉
集
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
三
年
十
月
）。

（
18
）
伊
原
昭
「
紫
へ
の
疑
い
」『
色
彩
と
文
学
』（
桜
楓
社
、
一
九
五
九
年
十

二
月
）。
同
書
の
付
録
第
五
「
む
ら
さ
き
系
統
の
色
」
を
も
参
照
し
た
。

（
19
）
同
⒀
。

（
20
）
こ
こ
で
「
天
智
七
年
」（
六
六
八
年
）
は
、
前
掲
❶
の
和
歌
が
詠
ま
れ
た

年
を
指
し
て
お
り
、
養
老
令
が
施
行
さ
れ
た
年
（
七
五
七
年
）
よ
り
約
百
年

前
に
あ
た
る
。

（
21
）『
古
今
和
歌
集
』
で
は
、
紫
に
関
す
る
和
歌
は
四
例
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
「
こ

ひ
し
く
は
し
た
に
を
お
も
へ
紫
の
ね
ず
り
の
衣
色
に
い
づ
な
ゆ
め
」（
恋
三
・

652
）、「
君
こ
ず
は
ね
や
へ
も
い
ら
じ
こ
紫
わ
が
も
と
ゆ
ひ
に
し
も
は
お
く
と

も
」（
恋
四
・
693
）、「
紫
の
ひ
と
も
と
ゆ
ゑ
に
む
さ
し
の
の
草
は
み
な
が
ら

あ
は
れ
と
ぞ
見
る
」（
雑
上
・
867
）、「
紫
の
色
こ
き
時
は
め
も
は
る
に
野
な

る
草
木
ぞ
わ
か
れ
ざ
り
け
る
」（
雑
上
・
868
）
と
な
る
。
868
番
歌
で
は
、「
紫

の
色
こ
き
時
は
」
の
解
釈
が
、
諸
註
釈
書
で
は
概
ね
「
紫
草
の
色
が
濃
い
時

に
は
」
と
「
紫
草
で
染
め
る
そ
の
紫
色
が
濃
い
時
」
と
二
様
に
分
か
れ
て
い

る
が
、
い
ず
れ
も
ま
だ
植
物
の
「
紫
草
」
と
深
く
関
わ
っ
て
い
る
。
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（
22
）
同
⑷
。

（
23
）
小
島
憲
之
監
修　
『
田
氏
家
集
注
』
下
巻
（
和
泉
書
院
、
一
九
九
四
年
二

月
）。

（
24
）
川
口
久
雄
校
注　

日
本
古
典
文
学
大
系
『
菅
家
文
草
・
菅
家
後
集
』（
岩

波
書
店
、
一
九
六
六
年
十
月
）。

（
25
）
同
⑷
。

（
26
）
金
子
彦
二
郎
『
平
安
時
代
文
学
と
白
氏
文
集
』（
芸
林
舎
、
一
九
五
五
年

六
月
）
に
も
白
詩
か
ら
の
影
響
関
係
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
西
山
秀

人
「
平
安
和
歌
の
色
―
―
「
紫
」
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
」（『
國
文
學
』
五
十

一
号
―
二
、
二
〇
〇
六
年
二
月
）
で
は
、
平
安
時
代
に
見
え
る
色
彩
語
と
し

て
の
紫
は
漢
詩
を
媒
介
し
、
屏
風
歌
な
ど
に
摂
取
さ
れ
た
と
指
摘
し
て
い
る
。

し
か
し
、
松
に
藤
と
の
関
連
性
に
つ
い
て
の
言
及
は
な
い
。

（
27
）
詞
書
に
見
え
る
「
東
宮
の
女
御
」
と
は
、
東
宮
の
母
の
女
御
の
意
で
あ
る
。

温
子
は
、
東
宮
の
生
母
藤
原
胤
子
が
寛
平
八
年
六
月
三
十
日
に
薨
去
し
た
後

に
、
翌
九
年
七
月
三
十
日
に
東
宮
が
受
禅
す
る
ま
で
の
間
、
東
宮
の
養
母
と

な
っ
て
い
た
の
で
、「
東
宮
の
女
御
」
と
呼
ば
れ
た
。
時
期
的
に
は
、「
八
九

六
～
八
九
七
年
」で
あ
る
。こ
の
説
は
秋
山
虔
・
小
町
谷
照
彦
・
倉
田
実『
伊

勢
集
全
註
釈
』（
株
式
会
社
Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
、
二
〇
一
六
年
十
一
月
）

を
参
照
し
た
。

（
28
）
玉
上
琢
彌
『
紫
明
抄
・
河
海
抄
』（
宿
木
）（
角
川
書
店
、
一
九
六
八
年

六
月
）。
な
お
、
こ
の
「
藤
宴
」
に
つ
い
て
は
、
新
訂
増
補
国
史
大
系
『
日

本
紀
略
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
五
年
八
月
）
延
喜
二
年
三
月
廿
日
条
、

神
道
大
系
『
西
宮
記
』（
精
興
社
、
一
九
九
三
年
六
月
）
第
二
巻
・
臨
時
三
・

宸
宴
事
・
宴
遊
・
藤
花
宴
・
延
喜
二
年
三
月
廿
日
条
に
も
見
え
る
が
、「
令

献
題
目
飛
香
舎
藤
花
和
歌
」
に
つ
い
て
の
記
述
は
見
え
な
い
。

（
29
）
こ
の
藤
宴
に
つ
い
て
は
、
滝
川
幸
司
「
延
喜
二
年
飛
香
舎
藤
花
宴
を
め

ぐ
っ
て
」（『
天
皇
と
文
壇　

平
安
前
期
の
公
的
文
学
』、
和
泉
書
院
、
二
〇

〇
七
年
二
月
、
初
出
『
奈
良
大
学
紀
要
』
三
十
二
号
、
平
成
十
六
年
三
月
）

の
論
が
あ
る
。
た
だ
し
氏
の
論
で
は
、
和
歌
の
表
現
に
は
着
目
し
て
い
な
い
。

（
30
）
村
瀬
敏
夫
「
藤
原
敏
行
伝
の
考
察
」（『
平
安
朝
歌
人
の
研
究
』、
新
典
社
、

一
九
九
四
年
十
一
月
）。

※
特
に
示
さ
な
い
限
り
、
和
歌
本
文
・
歌
番
号
は
『
新
編
国
歌
大
観
』『
新
編

私
家
集
大
成
』
に
依
る
。『
万
葉
集
』
の
歌
番
号
は
旧
編
国
歌
大
観
番
号
に

依
る
。

�

（
ほ　

こ
う
え
ん　

本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
）


